
 12 月、この授業の締めくくりとして、OSCE（Objective 
Structured Clinical Examination）「客観的臨床能力試験」が
行われました。 

 

『 臨床看護実務演習（30 時間 1 単位 対象：3 学年）』 

OSCE は、判断力・技術・マナーといった基本的な臨床技術を客観的に
評価する上で、実際の現場で必要とされる臨床技術の修得を適正に評価
する有効な方法といわれています。 

患者役の学生や教員 3 名を対象に、状態を理解、アセスメントし、優先順位を考え必要な看護を
実践しました。誠実な姿勢で一生懸命に取り組む姿勢は、優しい思いがあふれており、感動しました！ 

そして、今回は、1 年生の皆様にも患者役をして頂きました。 
１年生からは、「すごかった！」 「患者役の一人ひとりに関わりながら、途中で別の患者役の人に話

しかけられても、ちゃんと対応していてすごいなと思った」 「リーダー看護師役への報告しているところをみ
てすごいと思った」といった声がたくさんありました。3 年生に対し尊敬の眼差しでした。 

3 年生 

全員合格しました。 


